






要約:(1)高層住居は妊娠・分娩・育児に様々に影響しているが、対応の仕方で改善できる

可能性がある。両親特に母親による児の受動喫煙は問題である。小学生の登校時間と児の

健康には関連性がある。(2)テレビは児にプラスにもマイナスにも作用するので、できる

だけプラスになる面を伸ばすように指導する必要性がある。(3)小児の骨折は近年注目を

あびているので、それだけに慎重な調査がいる。基礎データとして小児の骨塩量の正常値

を作成した。骨折の既往のある児の骨塩量は少なかった。(4)小児の事故防止対策を具体

的に進め良好な結果を得た。


